
The University of Tokushima (2011)〉 General Education〉 [⇒Japanese]

Science and Technology
Introduction to Atomic Physics

Shintaro Nakayama · Professor / Institute of Socio-Arts and Sciences

2 units 後期 月 1・2
(平成 19年度以前の授業科目:『自然と技術』) (平成 16年度以前 (医保は 17年度以前)の授業科目:『物理学』)

Target〉 科学としての物理的方法論について解説する．物理法則の認識と法則化
を経て得られた自然観について理解することを目的とする．現代物理学の中
核をなす相対論と量子論をもとにした物質構造について解説する．

Outline〉 200
Keyword〉 光と黒体輻射, 粒子性と波動性, 物質の二重性, 不確定性原理, 粒子と
反粒子

Goal〉
1.光の粒子性 ·波動性を理解する．
2.物質の二重性 (粒子性 ·波動性)について理解する．
3.量子論を基礎とする自然構造を理解する．

Schedule〉
1.自然を見ること，自然の広がり
2.気体分子運動論
3.気体分子の運動とマクスウェル・ボルツマン分布則
4.特殊相対論
5.相対論と光量子
6.ド・ブロイの波動説
7.箱の中の粒子と原子
8.波動と粒子の二重性
9.原子スペクトルと原子構造

10.ラザフォード散乱
11.原子核の存在
12.原子核の性質
13.原子核反応
14.陽子と中性子
15.期末試験
16.総括授業

Textbook〉
�教科書は使用しない．毎講時プリントを配布する．
�参考書:鈴木 ·釜江著「素粒子の世界」岩波新書

�長島著「ニュートリノの謎」サイエンス社
Evaluation Criteria〉 毎講時小テストを行う．レポートを 1つ提出してもらう．
小テストとレポートの中から，試験問題を出す．以上を総合評価して成績を
出す．

Re-evaluation〉 小テストやレポートが一定水準に達していれば再試験を認める
ことがある．

Message〉 講義ノートを準備する．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=221098
Contact (Office-Hour, Room, E-mail)〉
⇒ Nakayama (1N02, +81-886567236, nakayama@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail

(Office Hour: 月 ∼ 金 17:30∼ 18:00)
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